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が 4 万 630 ㎡あり，4 門 7 綱 109 科 278 属 340 種の
植物が記録されている（樫山ほか, 2002）．夜温が





2 種とも１個体ずつ生育し，ともに草高が約 90 cm
であった．ユリ科タカサゴユリ Lilium formosanum 
Wallace は 3 花が開花した．2012 年 12 月 17 日にこ
の存在に気づいた時は 2 花が開花しており（図 1），
1 花はまだ蕾だった．同年 12 月 23 日には開花して
いた 1 花は雌蕊だけとなり，他方，蕾は開花した．
その翌日の 12 月 24 日には１花だけとなって，翌年
の 2013 年 1 月 3 日には全ての花が雌蕊だけを残し
た．タカサゴユリの花の寿命は短い．この後は，一
つの花に未熟種子ができたのみで（図 2），２花とも
2013 年 5 月 13 日に種子をつくらず枯死した． 
 
図 1. 四季咲き化と推察されるタカサゴユリ Lilium 








一方，アブラナ科ハマダイコン Raphanus sativus 
L. var. raphanistroides Makino は，2012 年 12 月
24 日に多数（数十花）が開花していた（図 3）．2013
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図 3. 不時開花したハマダイコン Raphanus sativus L. 
var. raphanistroides Makino (2012 年 12 月 24 日撮影) 
 
 
図 4.	 不時開花したハマダイコン Raphanus sativus 
L.var. raphanistroides Makino の実 (2013 年 1 月 17 日
撮影) 
 
図 5. 不時開花したハマダイコン Raphanus sativus L. 
var. raphanistroides Makino の根元の太い茎 (2012 年 1
月 17 日撮影) 
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